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当局が国に準じた更なる給与削減を提案！

黒岩知事は、地方自治を捨て、職員・県民を裏切る理由を明確に説明せよ！

地方自治の堅持を訴えた県内三首長の緊急声明は、閣議決定で吹き飛ぶ程度のものか！？
　県当局は5月8日、県労連に対し、「地方公務員の給与を国の基準に引き下げる」ために1月24日に閣議決定された内容に従い、「国からの要請」との理由で、緊急財政対策への協力として苦渋の決断をした4％もの給与削減に加え、更なる削減をせざるを得ないとした提案を行いました。

　冒頭、芹沢県労連議長は、「4月18日の県労連春闘回答交渉の席で、黒川副知事から、県財政の厳しさについて触れ、加えてさらなる賃金の抑制についての協力をお願したいといった発言があった。その後、当局から、正式に賃金の切り下げに関して県労連と話し合いをしていきたいとの申し出があり、本日の交渉設定となったが、どういった理由でさらなる賃金削減をしたいということになったのか、その経緯をきちんと説明していただきたい。」と切り出しました。

　これに対し、石塚労務統括官は、次のような説明を行いました。

〇国は、昨年4月から2年間、平均7.8％の給与削減を実施している。

〇1月24日、政府は、国家公務員給与の臨時特例減額措置に準じて、地方公務員給与も削減要請する内容の閣議決定を行った。

〇日本の再生のため、国と地方が一丸となった当面の対策として進めていく必要があるとした通知が総務大臣から知事あてに出ている。

〇国は今年の7月実施を地方に求めている。

〇知事は、給与の減額措置は遺憾としているが、政府の閣議決定を経た重いものと受け止めている。

〇地方交付税、義務教育国庫負担金を含め、県の財源は300億円の不足となっている。

〇臨時特例企業税をめぐる訴訟で、最高裁において県が敗訴した。当該企業に対し、635億円を返還するため、財政調整基金が底をついた。

〇このような厳しい財政状況の中で、賃金削減を行わないのでは、県民の理解は得られない。

〇国からの要請内容、影響を精査したうえで、4月から始まった職員の賃金カットを十分に踏まえ、具体的な内容は後日お示ししたい。

県労連幹事団の主な発言

〇これまで、県は何度も危機的な財政状況に陥ってきた。そのたびに、長年にわたり、賃金カットに協力をしてきた。長い年月、金額を考えると、職員の貢献は図りしれない。

〇昨年の確定闘争で、我々は苦渋の選択をして4%、6%の賃金削減に協力をした。4月からすでに賃金カットが行われており、生活が立ち行かないといった悲鳴が組合員からあがっている。

〇また、退職手当の見直しもあり、全国さまざまな状況であったが、年度超えもせず、県労連の交渉の中で整理をしたし、労使合意を組合も受け止めてきた。労務統括官の説明は、この経緯を踏まえたものになっていないと言わざるを得ない。

〇県内の政令市を含めた市町村に及ぼす影響は、計り知れない。県内のすべての公務員に甚大な影響を与える提案となる。県内の消費行動にブレーキがかかり、産業にとってもマイナスの影響となる。

〇賃金削減のきちんとした根拠を示さない限り、次の交渉はない。到底容認できるものではない。

〇賃金削減提案を撤回すること。

〇遺憾の一言で済ませられない。知事自らがこの顛末を説明する責任があるのではないか。

〇知事は、1月に「国の地方公務員給与削減要請に対する緊急声明」を市長会及び町村会と連名で出したところである。地方分権に関して、国の矛盾や乱暴なやり方に対し、反対してきたと思う。今回、正式な提案というが、どんな心変わりがあっての提案か、明確に説明してもらいたい。

〇県が国からの要請に応じなかった場合のデメリットはどのくらいのものか、マイナスの大きさやダメージがはっきりしない中での提案は受けられない。何かデメリットがあるかもしれないからという理由では、賃金切り下げの根拠にならない。

〇県は地方自治を守るというプライドを持ってほしい

〇98年度には、「財政再建団体」転落の危機の中で、職員は全国初めての給与カットを経験した。国の閣議決定が重いからという理由での提案は断じて認められない。現在行われている4％カットを超える協力はできない。

〇4％賃金削減が行われている中で、職員のモチベーションを維持するのは難しい。さらなる提案をしているが、そもそも職員の生活を守る気はあるのか。

〇ある若手職員は土日にも出勤、時間外手当がもらえない中でも、一生懸命働いている。教員の半数が50代であり、あと10年もすれば、ベテランは半分いなくなる。今後は、若手中心で活躍してもらうことになるが、このままの状況でヤル気を出せと言うのは無理だ。

〇国が閣議決定をしたのだからあきらめろというように聞こえる。職員のことを本当に考えているのか。

〇300億円の財源不足というが、職員の協力があったから、この程度ですんでいる。協力がなかったら、財源不足はもっと多い。

〇賃金削減を行わなければ県民の理解が得られないというが、県民に対し理解を得ようとする努力を県はしたのかを問いたい。

〇知事はどういう考えをもって賃金削減を行うというのか、きちんとした説明がまったくない。

最後に、芹沢県労連議長は「今日の説明では、具体的な話し合いをするということにはならない。県労連としては異例の事態ととらえている。そういった現状認識をもって次回の交渉には対応していただきたい。」と当局に再考を強く求め、この日の交渉を終えました。
県労連闘争日程

〇5月10日（金）10:00～　支部代交渉

　　　　　　　　 17:30～　県庁前報告集会（本庁舎前）
〇5月14日（火）15:00～　県労連大会（西公会堂）
〇5月14日（火）18:30～　総決起集会（西公会堂）
〇5月15日（水）10:00～　幹事団交渉
〇5月23日（木）10:00～　幹事団交渉
※以降の日程は未定です。
☆賃金引下げ強制反対！

県労連緊急署名にご協力を☆

「2013年度災害ボランティア養成講座」受講生募集

１．講座の目的
　　東日本大震災によってこの１年間に、多くの人々が新たにボランティア活動に参加をしてきました。
　　しかしながら、東日本大震災の被災地はいまなお復旧・復興には程遠い状況にあり、ボランティアに対するニーズは依然として多く、かつ多様化してきています。
　　首都圏での大規模災害の発生も懸念される中、ボランティア活動に熱意をもって取り組もうとする意欲の人やリーダーシップを求められる職場責任者を対象に、被災地・者の支援に必要な災害ボランティアの基礎を学んでいただき、ボランティアの層を厚くすることを目的に開催します。
２．日程とカリキュラムについて
６月８日(土)「ボランティアの役割と心構え」
　６月22日(土)「日赤救急法救急員養成講習会」
　６月29日(土)「日赤救急法救急員養成講習会」
　７月６日(土)「日赤救急法救急員養成講習会」
　７月27日(土)「震災ボランティア基礎と心構え」
　　＊全日程ともに講義時間は9:00～17:00です。
３．会場：連合神奈川会議室　(中区山下町24-1　ワークピア横浜４階)
４．募集人員
　　全日程(５日間)に参加できる方を対象に募集人員を30名とし、30名に達した段階で締め切らせていただきます。
６．受講料：無料

７．申込み方法

　　組合事務局あてお申込みください。


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































